
名古屋市耐震診断報告書作成シートの概要 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

入力用シート     印刷用シート 

 

◆各シートの説明◆ 

耐震診断報告書作成シートは報告書入力、診断員データ入力、診断通知書印刷、報告書印刷、報告書

印刷（伝統工法）の 5 枚のシートで構成されています。 

報告書作成シートで診断結果等を入力するのは報告書入力と診断員データ入力の 2 枚の入力用シートの

みです。残り 3 枚のシートは印刷時のみ使用する印刷用のシートで、入力用シートで入力した情報が転

記され診断通知書・診断報告書を構成します。 

※ 『診断員データ入力シート』、『診断通知書印刷シート』の使用方法は名古屋市民間木造住宅耐震診断

マニュアル（診断方法、報告書作成編）を参考にしてください。 

 

◆入力方法◆ 

次ページ以降を参照してください。 

 

◆診断報告書の印刷方法◆ 

報告書入力、診断員データ入力シートへの入力が完了していることを確認してください。診断方法に

よって印刷するシートが異なります。診断方法が在来軸組構法（方法１）の場合は『報告書印刷』シー

ト、伝統構法（方法２）の場合は『報告書印刷（伝統構法）』シートを選択してください。 

印刷プレビューをして印刷範囲が適切かどうか確認してください。入力用シートから転記される部分が

赤字で表示されるようになっていますので白黒印刷の設定をして印刷をしてください。 

 

※ここでの診断報告書作成シー

トに関する説明は『名古屋市民

間木造住宅耐震診断マニュア

ル』の補足になります。詳しく

はマニュアルを参照してくださ

い。 

◆バージョンの確認◆ 

報告書作成シートのバージョン

が表示されています。最新のも

のをお持ちでない方は耐震化支

援室へお問い合わせください。 

（H2３年４月現在は Ver５.０

が最新です。） 

◆サイズ設定◆ 

耐震診断報告書作成シートの初

期設定は見やすいように大きめ

の表示をしてあります。見にく

い場合は表示→ズームで調整し

てください。 



報告書入力シートの入力 

 現地調査時に使用した耐震診断現地チェック表（診断員に診断員資料として渡しているもの）を参考

に入力してください。耐震診断現地チェック表と報告書作成シートは同じ構成をしているので入力が簡

単になります。 

 

  

 

 

 

 

 

                              主要入力部分の説明 

◆入力方法◆ 

黄色のセル 

キーボード入力部分 

青色のセル 

選択入力の部分 

灰色のセル 

自動入力の部分（入力不要）

耐震診断を実施した建築物情

報を入力する部分です。 

◆地盤評価を入力する部分◆

《あなたの街の地震マップ》

より予想震度・液状化危険度

を入力すると地盤種別が自動

選定されます。 

ＷＥＥの建物概要入力の⑥軟

弱地盤割増はここの地盤種別

を利用します。 

◆建物仕様を入力する部分◆

屋根・外壁・内壁の各仕様を

入力すると建物の重さが自動

選定されます。 

ＷＥＥの建物概要入力の④建

物仕様はここの建物の重さを

利用します。 

◆建物概要を入力する部分◆

ＷＥＥの建物概要入力の⑦形

状割増係数、⑨基礎形式、⑩

床仕様、⑪主要な柱径、⑫接

合部もここと同じ仕様を入力

してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆コメント入力用セル◆ 

黄色のコメント入力用セルが

ある部分で何か特別コメント

をすることがあれば、入力し

てください。診断報告書へコ

メントが転記されます。 

◆劣化度・存在点数 

を入力する部分◆

左記の部位がある（存在する）

場合は【有】を選択してくだ

さい。 

ＷＥＥの劣化度入力も同じ内

容を入力してください。 

◆劣化度・劣化点数 

     を入力する部分◆

左記の部位がある（存在する）

部分の劣化現象を選択入力し

てください。 

ＷＥＥの劣化度入力も同じ内

容を入力してください。 

◆存在点数・劣化点数の 

  合計が表示される部分◆

ＷＥＥの劣化度入力の合計と

同じ点数である事を確認して

ください。 

◆ＷＥＥの計算結果を 

    転記入力する部分◆

ＷＥＥ診断結果の 3．必要耐

力の算出のＡ：床面積とＱr：

必要耐力を転記入力してくだ

さい。 

◆ＷＥＥの計算結果を 

    転記入力する部分◆

ＷＥＥ診断結果の８．上部構

造評点のＰ：強さとＥ：配置

などによる低減係数を転記入

力してください。 

注意！！ 

ここまで入力し終わったらＷＥ

Ｅを入力し、計算結果を次行から

入力します。 

※エクセルシート入力の順番 

①1～123 行までを入力 

②WEE を①を参考に入力 

③124 行以降を②を参考に入力 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐震診断結果報告

書の見方 
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◆診断結果を自動計算 

        する部分◆

診断結果を自動計算する部分

ですので入力の必要はありま

せん。 

◆各協議経過◆ 

診断報告までの間に市役所等

と診断方法について協議した

内容を入力 

◆耐震改修工事のアドバイス◆

診断報告書の耐震改修アドバイ

スの欄に転記されます。 



診断結果報告書の見方 
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◆上部構造評点の診断結果が 

      表示される部分◆ 

ＷＥＥと同じ上部構造評点の診断

結果が各階Ｘ・Ｙ方向別に表示され

ます。 

一般診断法では２階建の場合、総 2

階と想定して必要耐力を算出して

います。（部分的な 2 階の場合など

では安全側の評価となります。） 

◆地盤・地形・基礎の 

 診断結果が表示される部分◆ 

一般診断法では地盤・地形・基礎

などと、上部構造評点が分けて評

価されています。 

◆精算法による必要耐力補正後 

の改修補強壁枚数◆ 

精算法による必要耐力補正後、配置

などによる低減係数・劣化度による

低減係数を 1.0 へ改善したと仮定

した場合に不足している壁量を 

構造用合板（壁強さ倍率 5.2）でお

よそ枚数かを表します。 

◆改修アドバイス◆ 

次ページの耐震改修工事アドバイ

スとともに診断報告書を渡す時、改

修工事の説明などに利用してくだ

さい。 

◆概算工事費◆ 

補強壁枚数を平成１９年度の改修助成制度の実績データ（平均工事

費）より算定にしたものです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆診断員情報◆ 


